
新型コロナウイルス関連 経済団体等緊急意見交換会 

令和３年１月 26日（火） 15 時から 

於：小諸市役所第 1・2会議室 

 

１．開  会 

 

２．あいさつ  （小泉市長） 

 

３．意見交換 

①市より報告（商工観光課） 

 ■現在の感染状況と経済状況を踏まえ、実施中の経済対策を延長、拡充 

・プレミアム商品券「こもろ応援チケット第 2弾」の使用期限を 3月 31 日まで延長。 

 （従前：2 月 21 日まで） 

・制度融資「新型コロナウイルス感染症対策資金」の限度額を 5,000 万円、貸付期間 

を 10 年に拡充。（従前：3,000 万円、7年） 

■経済支援拡充の取り組み 

・感染警戒レベル５【特別警報Ⅱ】の発出、エリアを指定した飲食店の時短営業・休業

要請を受け、エリア外の飲食店を中心とした支援を長野県に要請。 

（市及び佐久広域連合） 

    ■商店街等の感染予防対策支援 

    ・相生町商店街振興会の取り組みに対し、県、市が補助金を交付。 

    ■長野県が発表したエリア外（協力金対象外）の飲食店支援を受けた対応 

    ・県の対応を踏まえ、今後見込まれる交付金の規模により実施予定。 

    ■関係機関で緊急的に実施している（実施予定）の事業 

    ・商工会議所が主体となり飲食店デリバリー支援「こもろいーつ。」を実施。 

     （2 月 10 日まで、県からの補助金を活用） 

    ・市役所職員のデリバリー、テイクアウト等の積極的な利用を実施中。 

    ■客足を戻すための取り組みとして各店舗での感染予防対策の再度の徹底依頼 

    ・組合等各団体を通じての周知と業界毎のガイドラインの実践。 

 

②各団体より現状と今後の対策について 

 ■飲食店組合 

・非組合員事業者への感染予防対策の徹底は行政からしてほしい。 

・組合加盟 140 店舗で廃業はない。こもろ応援チケットで「飲食・宿泊券」を設定しても

らった効果だと考える。年末から現在までで売上が７～8割減となり非常に厳しい。 



 消費回復までに体力がもつのか不安で県にはエリア外の飲食店支援を強く要請した。 

・昨年は来店が見込めずテイクアウトに力を入れ年末までに回復したが、それ以降テ

イクアウトも止まり大変な状況。エリア外も同じ状態。早急に支援を。 

■スナック協会 

・外国籍経営や小規模店舗が多く、接待を伴う営業ではどのように感染予防をしたら

よいか。講習会等で周知したいが関係機関の協力をお願いしたい。 

■ホテル旅館組合 

・昨年の緊急事態宣言では、持続化給付金や雇用調整助成金がありなんとか持ちこ

たえた。現在はそれ以上のダウン、週末だけの営業や 1 ヶ月ほどの休業としている

状況。営業止めても固定費はかかる。これからは感染予防に投資しないと客から評

価されない。また、ワーケーション需要も取り込みたいが通信設備に投資が必要。こ

れらについて支援をしてほしい。飲食だけでなく旅館ホテルの窮状にも目を向けて

ほしい。 

■商店会連合会 

・イメージが悪化し商店街に往来がない状態。「安心なまち」を広報し小諸市のイメー

ジアップをお願いしたい。デリバリー支援などの継続も。「ふーどまつり」が開催でき

ない場合の代替イベントへの支援もお願いしたい。 

■こもろ観光局 

・昨年から市のコロナ対策は早いと感じている。現状はタクシー、バスは大変厳しい。

観光農園ではりんごが販売で耐えている。いちごはインバウンド来客がなくなり例年

の 25％程度。土産品はネット販売で耐え、スキー場は来客減、ワイナリーも売店の

みの営業など大変厳しい。消費回復のプロモーションは時期を見極めたい。 

■商工会議所 

・レベル５発出と休業要請で飲食業は大打撃、エリア外にも支援を。観光関連も大変

な状況であり、県・市の支援をお願いしたい。デリバリー支援の「こもろいーつ。」は

加盟店舗を増やして 27日の新聞折り込みで再度周知。これまで 11日間で 301食、

約 24 万円の実績。ビジネスモデルとして持続できるよう支援し、フードステージも継

続。アンブレラスカイも再度実施しイメージ回復につなげたい。アクリルパネルの配

布は商工会議所が窓口、積極的に利用を。 

 

③意見交換 

・各店舗の衛生管理について、保健所の指導強化をお願いしてもらいたい。 

・このような意見交換を今後も開催してほしい。 

・エリア外の支援を実施する際、各店舗の対策状況も確認したい。 

 

 



【確認事項】 

  ・エリア外の飲食店支援については、県からの交付金の内容を確認したう

えで、佐久地域対象自治体の状況も踏まえ実施していく。 

  ・テイクアウト・デリバリー支援について、引き続き商工会議所を中心に

取り組む。 

  ・関係機関が連携し感染予防等の周知、広報を行う。 

  ・本日の意見を参考に、今後考えられる支援や取り組みの検討を進める。 

 

４．その他 

 

５．閉  会 

 

【出席団体】 

小諸飲食店組合（組合長、副組合長）、小諸喫茶スナック協会（会長） 

小諸ホテル旅館組合（組合長）、小諸商店会連合会（会長、事務局） 

こもろ観光局（理事長、総務部長、事務局長） 

小諸商工会議所（副会頭２名、専務理事、事務局長） 

地元選出県議会議員（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ参加）、小諸市議会議長（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ参加） 

小諸市 

（市長、副市長、産業振興部長、商工観光課長、商工振興係長、観光交流係長） 


